
技術・家庭科授業案 

日 時 平成 29 年 10 月 27 日(金)公開授業Ⅰ 

生 徒 3 年Ａ組 男子 12 名 女子 20 名 

授業者 柴 田 題 寛 

授業場 中学校技術室 

 

１ 題材名 エネルギー変換に関する技術「電力自由化に新規参入！！」  

 

２ 題材の目標 

エコキューブラジオの製作を通して発電や動きを伝える仕組みなどの基礎的・基本的な知識や，はんだ

付けの技術を習得させる。また，日常におけるエネルギー効率化の技術や持続可能な社会の構築のために

エネルギー変換に関する技術が果たしている役割について考える。 

 

３ 題材について 

（１）題材観 

地球上の人口は，この 100 年間に 4 倍に増加し，エネルギー消費量は 25 倍に増大した。際限のないエ

ネルギーの大量消費と，それに伴う地球環境に対する危機感は高まり続けている。無限と思えた地球の資

源をもとに，大量生産・大量消費・大量廃棄を繰り返してきた末，我々は生活水準の飛躍的向上を手にし

たが，一方では貧富の差の拡大，資源・エネルギーの枯渇，環境破壊をもたらした。今，人類の活動は地

球の限界を超えつつあると言える。 

日本は資源が乏しく，発電に必要な化石燃料のほとんどを輸入に頼り，エネルギー自給率はわずか 4％

である。東日本大震災により，総発電量の 26％を賄っていた原子力発電の安全神話が崩れ去った今，代替

エネルギーや再生可能なエネルギーの開発が急務である。合わせてエネルギー環境教育の充実や将来を担

う人材の育成が必要不可欠である。 

新学習指導要領では「よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造しよう

とする実践的な態度を養う。」と記され，技術・家庭科で育成する三つの柱の一つとされており，持続可能

な社会の構築のために，いかにエネルギーを利用していくのか身近な実生活と学習内容を結びつけた指導

をすることが重要となると考える。 

今回取り扱うエネルギー変換に関する技術にお

いては，エネルギーの変換方法や力の伝達の仕組み

といった，その技術に関わる基礎的・基本的な知識

及び技術の習得はもちろんのこと，技術が社会や環

境に果たしている役割と影響についての理解や，そ

れらの技術を適切かつ誠実に工夫し創造しようと

する実践的な態度の育成に重点をおくべきだと考

える。 

 

（２）目指す生徒像 

技術科が目指す生徒像は「将来を見通し，自らの

生活を工夫し創造していこうとする」姿である。こ

れは，生活や社会における問題から課題を見いだ

し，その解決に向けた目的を持ち，その達成のため

に想定される条件の中で，社会的，経済的，環境等

の視点から，課題を解決するために他者とともに試

②授業内容が、自分の生活や他の学習に、どのようなつながりがあるかを考えな

がら学習に臨んでいる 

③学習には何らかのねらい（学ばなくてはならない理由）があったり、その学習

にはよさがあることを強く感じている 

④授業で学んだことを、他の学習や生活の場面で生かされていることを経験した

り、自ら実際に使ってみようとしたことがある 

⑤授業で学んだことを、更に深く追求したい、発展的な内容に挑戦しようとした

ことがある 

⑥授業で課題を考えるために、今まで学習したことをいかしている 

⑦授業の内容が難しい時でも、やりがいを見つけ学習している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：3 年 A 組の実態 学習に関するアンケートより（抜粋） 
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行錯誤しながら創造していくことと考える。 

図 1 は 3 年 A 組の学習に関するアンケート結果の抜粋である。約 4 ヶ月の実践を通してどの項目も望ま

しい回答をしている生徒が増加しており，7 月の結果を見ると⑤の項目以外，9 割の生徒が望ましい選択を

していることがわかる。しかしながら，「③学習には何らかのねらい（学ばなくてはならない理由）があっ

たり，その学習には良さがあることを強く感じている」の項目において，97％の生徒が肯定的な回答をし

ているものの，「当てはまる」を選択した生徒の割合が減少し，「あまり当てはまらない」を選択する生徒

の割合が増加しており，二極化が進んでいることがわかる。そのため，学習のねらいを明確にすることと，

ねらいに気づけるような仕掛けが必要である。また，学習内容と生活や社会とのつながりが強くなれば，

学びのよさが伝わり，更に追求したい，実践したいという意欲の高まりにつながると考える。 

 

（３）指導観 

以上のことを踏まえ，今後も進歩発展が予想されるエネルギー変換に関する技術に対する多様で変化し

続ける価値の中から，自らの生活や社会においてどのような価値を見出し優先させていくべきかを考えさ

せていく必要があると考える。本題材では，エネルギー変換に関する技術の活用場面において，電力を利

用する立場の消費者や供給する立場の企業，そして電力の自由化という政策を行った政府の意図などより

多くの視点を持たせることで新たな「見方・考え方」に気付かせたい。様々な視点から電力について捉え

直すことで，その技術に対する評価の再構築につながると考える。 

本題材における「見方・考え方」と「対話的な学び」との関係性 

  技術科における「見方・考え方」は，生活や社会における事象に対する技術の開発や利用の場面におい

て，技術を最適化させるために，社会からの要求，安全性，環境負荷や経済性等と技術との関わりの視点

であると捉える。本題材においては，今後求められるエネルギー変換の技術について，どのような技術が

最適なのかを追求させたい。そのためには，エネルギー変換についての特性を理解し，その有用性や社会

おける役割や影響について考えさせるとこが重要だと考える。また，生徒にとって電力は利用できること

が当然であり，これまでの経験からエネルギー変換に関する技術に対しての見方や考え方を少なからず獲

得している。そういった中で，電力自由化を題材とし，その目的や電力を供給する企業や利用する消費者

の立場を踏まえ，今後開発していくべき技術を検討することによって，他者との対話の中で既存の「見方・

考え方」を発揮することができると考える。また，エネルギー変換の技術について捉え直し再構築される

ことで，既存の「見方・考え方」が高められると考える。 

 

４ 評価規準 

関心・意欲・態度 工夫・創造 技 能 知識・理解 

アエネルギーの変換につ

いて，興味・関心を持ち

意欲的に取り組もうと

している。 

イ安全に注意しながら，

意欲的に作業に取り組

もうとしている。 

ウエネルギー変換に関す
る技術について，社会
的，環境的及び経済的
側面などから比較・検
討しようとする。 

アエネルギー変換に関す

る技術が，社会的，環境

的及び経済的側面など

から与える役割や影響

を考えている。 

イ道具や計測器の使い方
を工夫して作業ができ
る。情報に関する技術
の利用場面に応じて，
適正に活動している。  

 

ア機器の保守点検と事

故防止や点検ができ

る。 

イ道具や計測器を使用

して，正確に作業，計

測ができる。 

 

アエネルギーの変換方

法，発電方法，動力伝達

の仕組みについて理解

している。 

イ道具や計測器の使用方

法を理解している。 

ウ電子部品の働きや仕組

みについて理解してい

る。 

 

 



５ 学びの過程のデザイン（全 13 時間） 

下支えする主体的な学び 学 習 活 動 手 立 て 
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6 時間目～12 時間目 

 

 

 

13〔本時〕，14 時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時について（13／14 時間目） 

（１）本時の目標 

 電力の自由化を契機に参入する企業のエンジニアグループの一員として，政策を打ち出した政府の意図

や社長の方針を踏まえ，今後求められる技術開発についてのプレゼン内容を考えることができる。 

 

（２）本時における研究の視点 

  本時では，震災前後の電源構成のグラフから電力に関する課題を見出し，それを解消するために打ち出

した電力自由化の意図について考える。そして，それを基に電力自由化に参入する企業のエンジニアグル

ープの一員として，技術的な側面から今後求められる開発について協議する。その際，企業の立場からだ

けでなく，利用者の立場からもメリットとデメリットについて考えることで，電力や発電方式の特徴など

題材での学びを活かしながら，様々な立場からの協議になると考える。そして，その協議の場において，

これまで培われた「見方・考え方」を互いに発揮しながら拡充することができると考える。 

 

【他者との対話】 

電気機器が電気を利用する

仕組みや，電子部品の働き

について調査し，互いに報

告しあう。 

発電方法やエネルギー変換
に関する技術の評価の視点
を得る。Ｂ 

【他者との対話】 

様々な立場から電力自由化

について見方を比較・統合

し考えを深める。 

動きを伝える仕組みについて理解
し，目的とする動きの機構について
考える。               工イ 知ア 

発電の仕組みについて理解し，発電
方法を比較することを通して，その
特徴を理解する。  関ア 工ア 知ア 

電気を利用する仕組みについて理解
し，電気機器の共通点や相違点につ
いて考える。           技ア 知ア 

エネルギー変換の技術が利用されて
いる機器について，その開発経緯を
考える。        関ア 工ア 

現代社会において電気エネ
ルギーに支えられているも
のについて考え，その進歩
について考える。Ａ 

これまで培われたエネルギ
ー変換に関する「見方・考
え方」を生かして考える。
Ｂ 

電子部品の働きについて理解し，そ
の機能を確認する。  技イ 知ウ 

【技術との対話】 

電気機器やその伝達の仕組

みの開発経緯や思いを追考

する。 

エコキューブラジオの製作 
関イ 工イ 技イ 知イ 

電力自由化において，今後求められ
る技術開発について考え，プレゼン
する。             工ア 関ウ 

効率の良い機構について考
え，どのようなところで生
かされているか考える。Ａ 

効率のよい機構に関する知
見から技術の評価の視点を
得る。Ｂ 

電気機器の電力を利用する
仕組みについて調査する。
Ａ 

電子部品の働きの視点から
技術の評価の視点を得る。
Ｂ 



（３）本時の展開 

学習活動 

（下位目標） 
主な働きかけ・手だて 

【評価】 

個に応じた指導（▲） 

1 震災前後の社会や電源構成の変化から

電力に関する課題を発表することがで

きる。 

 

・電力が不足して節電を行った。 

・火力発電中心になった。 

・二酸化炭素の排出量が増加した。 

 

 

2 課題を解決するための政策として，電

力自由化を行った政府の意図を発表す

ることができる。 

 

・有事の際の安定供給 

・競争原理による電気料金の抑制 

・最新技術の研究開発の促進 

 

 

 

 

3 電力自由化を契機に事業を拡大する企

業のエンジニアチームの一員として，

発電から利用までの過程のどこに注目

し，どのような技術開発を行うかチー

ムで話し合い提案することができる。 

 

・通電効率  ・発電機の小型化 

・エネルギー変換効率 

・再生可能エネルギーの活用 

・新規発電方法の開発 

 ・送電線の抵抗 

 

 

 

4 選ばれた班は，話し合いの経過を報告

し，各班から質問を受ける。 

○２つのグラフの間にどのような出

来事があったでしょうか。また，そ

れによりどのようなことが起きた

でしょうか。         Ａ 

 

△グラフから読み取れることや，予想

されることは何でしょうか。 

 

 

○なぜ電力を自由化したのでしょう

か。 

 

△電力自由化によってどのような変

化が起きると考えたのでしょうか。 

 

□政府の意図としては・・・。 

 

 

 

 

□各班は野口 C のエンジニアチーム

です。野口 Cは事業拡大のために電

力自由化に参入します。 

 

○社長の方針や政策の意図から，発電

から利用までのどの過程において，

どのような技術開発に力を入れて

いけばよいでしょうか。         

 

△利用者にとって，また，企業にとっ

てはどのようなメリットがあり，デ

メリットが予想されますか。 

手だてⅠ 

 

□中間発表を行います。発表に対して

疑問に思うことや確認したいこと

があれば質問して下さい。   Ｂ 

 

□発表内容を参考にして,プレゼンを

完成させましょう。 

 

・ＷＳ配付 

【ＷＳ・観察】 

 

 

 

 

 

 

 

【発表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観察】 

《社長の方針》 

□技術力で勝負 

・電力の特徴を踏まえ

ているか 

・根拠を明確にする 

・よさだけでなく，課

題も提示すること 

 

 

 

 

 

 

【発表・観察】 

 

 

 

  

 

  

 

今後求められる技術開発についてプレゼンしよう 

 


